
は
じ
め
に

二
十
一
世
紀
に
入
り
す
で
に
十
年
が
た
ち
ま
す
が
、
画
一
的
な
歴
史
観
を
背
景
と
し
た
歴
史
認
識
や

一
極
集
中
の
政
治
の
あ
り
よ
う
、
ま
た
経
済
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
中
で
、
私
た
ち
は
現
代
の
諸

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
諸
問
題
の
中
に
は
人
間
中
心
の
考
え
や
、
一
部
の
人
び
と
に
よ
る
極

端
な
ま
で
の
利
益
追
求
な
ど
に
見
ら
れ
る
人
間
観
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
私
た
ち
宗
門
人

は
、
現
代
の
多
く
の
人
び
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
に
応
え
て
、
釈
尊
の
教
え
や
宗
祖
親
鸞
聖
人
に
よ
っ

て
開
か
れ
た
浄
土
真
宗
の
教
え
の
伝
道
に
精
励
す
る
と
と
も
に
、
同
朋
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
が

早
急
な
課
題
だ
と
い
え
ま
す
。

さ
て
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
三
月
、
親
鸞
聖
人
七
百
回
大
遠
忌
を
記
念
と
し
て
発
刊
さ
れ

た
『
本
願
寺
史
』
第
一
巻
（
そ
の
後
、
第
二
・
第
三
巻
を
逐
次
発
刊
）
は
、
本
願
寺
の
歴
史
を
叙
述
し
、

本
願
寺
が
歩
ん
で
き
た
道
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
宗
門
の
飛
躍
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
単

に
本
願
寺
の
歴
史
を
通
史
と
し
て
理
解
す
る
た
め
の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
研
究
書
と
し
て
大
き
な
意

義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
約
五
十
年
が
た
ち
、
親
鸞
聖
人
や
本
願
寺
に
つ

い
て
の
研
究
は
め
ざ
ま
し
く
進
展
し
、
蓄
積
さ
れ
た
研
究
論
文
は
膨
大
な
数
と
な
り
、
ま
た
、
新
史
料

の
発
見
や
紹
介
も
多
く
報
告
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
本
願
寺
の
歴
史
に
対
す
る
新
た
な
知
見

も
出
さ
れ
、
通
史
の
な
か
に
も
新
た
に
書
き
加
え
る
べ
き
事
項
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。



こ
の
た
び
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
一
度
『
本
願
寺
史
』
に
目
を
向

け
て
、
現
在
ま
で
の
研
究
状
況
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
充
実
し
た
増
補
改
訂
を
行
い
、
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
宗
門
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
本
書
を
発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
殊
に
、
現

在
宗
門
は
、
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
宗
門
長
期
振
興
計
画
を
推
進
し
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

を
「
新
た
な
始
ま
り
〜
明
日
の
宗
門
基
盤
作
り
〜
」
と
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
新
た
な
計
画
を
企
画
す
る
う
え
で
は
、
今
日
ま
で
の
本
願
寺
の
歩
み
を
顧
み
る
と
と
も
に
、
歴
史

的
見
地
に
た
ち
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
本

書
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
を
敬
慕
し
、
お
念
仏
を
慶
び
、
御
同
朋
御
同
行
と
し
て
立
教
の
精
神
を

共
に
す
る
多
く
の
先
人
の
ご
苦
労
よ
っ
て
今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
書
を
通
し
、
親
鸞
聖
人
、
さ
ら

に
は
歴
代
宗
主
を
は
じ
め
、
先
人
の
方
が
た
の
弛
み
な
い
ご
教
導
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
ご
法
義
の
繁
盛

と
宗
門
興
隆
の
た
め
邁
進
い
た
だ
く
こ
と
を
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
た
び
編
纂
の
労
を
と
ら
れ
た
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
を
は
じ
め
、
発
刊
に
あ
た
り
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
対
し
、
深
く
謝
意
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
三
月浄

土
真
宗
本
願
寺
派
総
長

橘
　
　
正
　
信
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第
一
章
　
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
生
涯

一
　
誕
生
と
出
家

誕
生
　
宗
祖
親
鸞
聖
人
は
平
安
時
代
の
末
期
、
承
安

じ
ょ
う
あ
ん
三
年
（
一
一
七
三
）
に
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
、
宗
祖
の
著
作

や
書
写
本
の
奥
書
に
、
宗
祖
み
ず
か
ら
が
記
し
た
日
付
や
年
齢
か
ら
逆
算
し
て
判
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
真
宗
高
田

派
本
山
専せ

ん

修じ
ゅ

寺じ

に
所
蔵
さ
れ
る
宗
祖
真
蹟
の
『
尊
号
真
像
銘
文

そ
ん
ご
う
し
ん
ぞ
う
め
い
も
ん

』（
広
本
）
の
奥
書
に
は
「
正
嘉
二
歳
戊
午
六
月
廿
八

日
書
レ

之
　
愚
禿
親
鸞

」
と
あ
り
（『
原
典
版
聖
典
』
七
七
五
頁
）、
正
嘉
し
ょ
う
か

二
年
（
一
二
五
八
）
の
と
き
宗
祖
は
八
十
六

歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

誕
生
日
は
未
詳
で
あ
る
。
一
般
に
前
近
代
に
お
い
て
は
、
今
日
の
我
々
が
意
識
す
る
誕
生
日
は
あ
ま
り
重
要
視
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
数
え
年
で
年
齢
を
数
え
れ
ば
、
年
が
改
ま
る
元
旦
が
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
四
月
一
日
が
誕
生
日
で
あ
る
と
い
う
説
が
生
じ
た
。
そ
の
初
見
は
、
高
田
派
の
普ふ

門も
ん

が
著
し

た
『
絵
伝
撮
要
』（
宝
永
三
年
、
一
七
〇
六
年
刊
）
で
、
そ
の
上
巻
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（『
真
宗
史
料
集
成
』
第

七
巻
）。比

コ
ロ
ホ
ヒ人
王
八
十
代
高
倉
院
承
安
三
癸
巳
年
四
月
朔
日
ニ
誕
生
シ
給
フ
、（
中
略
）
爾
ル
ニ
此
ノ
誕
生
ノ
日
ノ
コ
ト

八
十

六
歳
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ハ
諸
伝
ニ
不
レ

記
、
下
野
ノ
縁
記
ト
云
フ
書
ア
リ
、
作
者
ハ
順
信
房
ト
ア
リ
、
此
レ
ハ
サ
ダ
メ
テ
二
十
四
輩
ノ

随
一
ナ
リ
、
此
ノ
伝
流
布
ハ
ナ
ハ
ダ
マ
レ
ナ
リ

こ
こ
に
典
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
「
下
野

し
も
つ
け

ノ
縁
記
」
と
い
う
書
は
現
存
せ
ず
、
江
戸
時
代
に
忽
然
と
登
場
し
た
説
で

あ
る
こ
と
か
ら
信
憑
性
は
乏
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
四
月
一
日
誕
生
説
は
、
同
じ
高
田
派
の
良
空

り
ょ
う
く
う
が
『
親
鸞
聖
人
正
し
ょ
う

統
伝
と
う
で
ん

』（
享
保
二
年
、
一
七
一
七
年
刊
）
に
採
用
し
、
広
く
読
ま
れ
た
た
め
、
一
般
認
識
と
し
て
定
着
す
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
た
の
に
際
し
、
本
山
で
は
、
承
安
三
年
四
月
一
日
が

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
一
一
七
三
年
五
月
二
十
一
日
に
当
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
日
を
宗
祖
の
降
誕

ご
う
た
ん

日
と
し
た
。
他

に
高
田
派
や
木き

辺べ

派
な
ど
が
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
が
、大
谷
派
な
ど
は
四
月
一
日
を
宗
祖
の
誕
生
日
と
し
て
い
る
。

時
代
の
様
相
と
末
法
思
想
　
宗
祖
が
誕
生
し
た
時
代
は
い
わ
ゆ
る
院
政
期
で
、
数
百
年
続
い
た
貴
族
政
権
が
衰
退

し
、
や
が
て
農
民
階
級
出
身
の
武
士
が
政
権
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
大
き
な
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
武
士
が

台
頭
す
る
過
程
で
、
保
元
の
乱
や
平
治
の
乱
、
源
平
の
争
乱
が
く
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
戦
乱
が
続
い
て
社
会
的
に

不
安
な
状
況
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
時
は
農
業
技
術
も
未
発
達
で
、
気
候
の
変
動
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

気
候
は
、
一
一
世
紀
は
後
半
に
か
け
て
急
激
に
温
暖
化
が
進
み
、
そ
の
後
、
急
激
な
気
温
の
戻
り
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
干
ば
つ
や
凶
作
、
飢
饉
が
頻
発
し
た
。
続
く
一
二
世
紀
は
、
総
体
と
し
て
温
暖
期
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
が
、
温
暖
化
に
伴
う
夏
期
降
水
量
の
減
少
で
水
田
耕
作
が
大
き
く
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
西
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谷
地
晴
美
「
中
世
前
期
の
温
暖
化
と
慢
性
的
農
業
危
機
」、『
民
衆
史
研
究
』
五
五
号
、
平
成
十
年
）。
宗
祖
が
誕
生
し
て
間
も
な

く
の
養よ

う

和わ

元
年
（
一
一
八
一
）
か
ら
二
年
に
か
け
て
大
飢
饉
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（『
方
丈
記
』）。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
す
で
に
永
承

え
い
し
ょ
う
七
年
（
一
〇
五
二
）
に
は
「
末
法
」
の
世
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、

当
時
の
世
相
に
深
く
影
を
落
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
釈
尊
の
入
滅
後
、
そ
の
教
え
が
次
第
に
衰
退
し
て
い
く
と
い

う
下
降
史
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。「
正
法
」
の
世
で
は
教
（
釈
尊

の
教
説
）
も
行
（
正
し
い
教
え
の
実
践
）
も
証
（
そ
の
結
果
得
ら
れ
る
さ
と
り
）

も
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
が
、
次
の
「
像
法
」（
像
は
似
て
い
る
と
い
う

意
味
）
の
世
に
な
る
と
、
証
が
な
く
な
り
、
さ
ら
に
「
末
法
」
で
は
教

の
み
あ
っ
て
行
も
証
も
な
い
、
と
い
う
。

宗
祖
の
生
ま
れ
た
こ
ろ
は
末
法
到
来
と
さ
れ
た
年
か
ら
す
で
に
一

世
紀
あ
ま
り
を
経
て
お
り
、
末
法
思
想
は
、
上
述
の
よ
う
な
社
会
の

不
安
定
な
情
勢
と
も
相
ま
っ
て
、
現
実
的
な
意
味
合
い
を
有
す
る
も

の
と
し
て
広
く
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

誕
生
地
　
宗
祖
は
一
般
に
、
京
都
郊
外
の
日
野
の
里
で
誕
生
し
た

と
さ
れ
る
。
現
在
、
法
界
寺
の
隣
に
日
野
誕
生
院
が
建
て
ら
れ
て
い

る
（
京
都
市
伏
見
区
日
野
西
大
道
町
）。
法
界
寺
は
日
野
氏
の
氏
寺
で
、
次

に
述
べ
る
よ
う
に
宗
祖
は
日
野
氏
の
出
身
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
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京都市日野誕生院景観
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